
課
題
設
定

本
稿
で
は
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家
家
職
の
様
相
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究

の
蓄
積
と
展
開
、
そ
し
て
、
問
題
点
と
課
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
証
研
究

と
い
う
よ
り
、
研
究
蓄
積
の
振
り
返
り
と
公
家
家
職
に
対
す
る
粗
い
ス
ケ
ッ
チ
で
あ

り
、
歴
史
研
究
者
と
い
う
視
角
か
ら
公
家
家
職
を
検
討
す
る
こ
と
は
国
文
学
の
研
究

に
幾
何
の
意
義
が
あ
る
か
疑
わ
し
い
も
の
の
、
研
究
の
枠
組
み
が
見
直
さ
れ
て
久
し

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
歴
史
学
と
か
国
文
学
と
か
と
い
う
濫
を
開
放
し
、
多
角
的
に

公
家
家
職
を
分
析
し
、
課
題
を
析
出
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。

ま
た
、
歴
史
学
的
立
場
に
立
て
ば
、
「
大
き
な
物
語
（
Ⅱ
マ
ル
ク
ス
主
義
）
の
崩

壊
」
「
戦
後
歴
史
学
か
ら
現
代
歴
史
学
へ
」
と
い
う
一
語
で
言
い
表
す
こ
と
が
で
き

る
現
況
に
ど
う
対
時
す
る
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
積
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
公

家
家
職
と
大
き
く
関
わ
る
近
世
天
皇
研
究
に
し
て
み
て
も
、
家
永
三
郎
教
科
書
裁
判

の
「
近
世
天
皇
の
君
主
か
否
か
」
と
い
う
課
題
が
発
端
で
あ
り
、
現
代
的
課
題
と
密

接
な
関
わ
り
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
も
は
や
近
年
で
は
思
想
界
や
政
治
運
動

（
１
）

に
お
い
て
も
「
天
皇
の
欠
落
」
が
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
何
の
た
め
の
歴

近
世
公
家
家
職
研
究
の
展
望

史
学
か
」
「
何
の
た
め
の
近
世
天
皇
研
究
か
」
と
い
う
課
題
へ
の
回
答
が
必
要
だ
。

本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
危
機
感
に
も
似
た
意
識
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
述
べ
て
お
き
た
い
。

以
下
、
本
稿
の
課
題
を
提
示
す
る
。
第
一
に
、
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家

家
職
の
研
究
展
開
を
概
観
す
る
。
特
に
、
重
要
と
思
わ
れ
る
西
山
松
之
助
・
高
埜
利

彦
・
橋
本
政
宣
各
氏
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
検
証
す
る
。
第
二
に
、
近
世
公
家
家

職
論
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
実
は
こ
の
問
題
点
こ
そ
、
「
大
き

な
物
語
」
が
大
手
を
振
っ
て
歩
い
て
い
た
時
代
の
申
し
子
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
近
世
公
家
家
職
の
設
立
と
展
開
に
関
し
て
検
討
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
わ

ず
か
な
実
証
分
析
と
し
て
、
筆
者
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
持
明
院
流
入
木
道
と
四

条
流
庖
丁
道
を
事
例
と
し
た
い
。

な
お
、
「
家
職
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
稿
で
述
べ
る
「
家
職
」

と
は
、
日
本
近
世
史
研
究
の
ひ
と
つ
の
潮
流
で
あ
る
「
家
職
の
構
造
」
論
と
い
う
議

論
か
ら
そ
の
ま
ま
用
い
た
分
析
概
念
で
あ
り
、
近
世
に
お
い
て
は
「
家
業
」
な
ど
と

称
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
後
述
）
。
筆
者
が
「
家
業
」
で
は
な
く
、

「
家
職
」
を
積
極
的
に
用
い
る
理
由
は
橋
本
政
宣
氏
が
学
芸
と
し
て
の
「
家
業
」
と

西
村
慎
太
郎

25



家
元
制
度
論
と
し
て

日
本
近
世
史
に
お
い
て
、
公
家
家
職
の
研
究
、
否
、
そ
も
そ
も
天
皇
の
研
究
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
既
述
の
家
永
三
郎
教
科
書
裁
判
を
契
機
と
し
て
お
り
、
敗

（
２
）

「
役
」
と
し
て
の
「
家
業
」
と
に
分
け
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
の
史
料
で
は
「
家
業
」

の
語
は
混
同
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
議
論
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
敢
え
て
「
家
職
」

の
語
を
用
い
た
。
そ
し
て
こ
の
筆
者
が
述
べ
る
「
家
職
」
と
い
う
分
析
概
念
は
橋
本

氏
が
述
べ
る
「
学
芸
と
し
て
の
家
業
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
の
官

司
請
負
制
以
降
そ
の
萌
芽
を
見
る
律
令
官
職
の
世
襲
（
橋
本
氏
が
述
べ
る
．
役
」

と
し
て
の
家
業
」
）
に
関
し
て
は
「
家
職
」
の
語
を
用
い
な
い
。
例
え
ば
、
筆
者
が

検
討
し
て
き
た
内
膳
司
濱
島
家
、
御
厨
子
所
預
高
橋
家
は
朝
廷
儀
式
に
お
い
て
料
理

に
関
す
る
業
務
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
「
家
職
」
概
念
に
含
ま
な
い
（
官
職
や

（
３
）

諸
寮
司
の
世
襲
）
。
し
か
し
、
御
厨
子
所
高
橋
家
は
四
条
流
庖
丁
道
の
家
と
し
て
、

秘
伝
の
所
有
、
そ
れ
ら
の
排
他
的
継
承
、
継
承
に
対
す
る
恐
る
べ
き
蒋
持
、
そ
し
て

（
４
）

多
く
の
門
人
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
側
面
を
「
家
職
」
と
規
定
す
る
。
こ

の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
で
、
公
家
以
外
の
身
分
に
つ
い
て
も
検
討
対
象
と
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
家
元
制
度
に
関
す
る
研
究
と
の
架
橋
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家
家
職
の
研
究
の
蓄
積
を
提
示
し
、
ど

の
よ
う
な
議
論
で
あ
っ
た
か
を
概
観
す
る
。

｜
、
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家
家
職
舗
の
展
開

（
５
）

戦
直
後
は
近
世
天
皇
・
朝
廷
を
「
全
く
無
為
な
存
在
」
と
評
価
し
、
そ
の
評
価
は
一

九
六
○
年
代
ま
で
続
い
た
。

そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
日
本
文
化
史
の
泰
斗
で
あ
る
西
山
松
之
助
氏

は
「
町
人
文
化
」
研
究
に
お
け
る
家
元
制
度
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
公
家
家
職
に

（
６
）

つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
最
初
に
西
山
松
之
助
氏
の
家
元
制
度
論
を
検
証
す
る
。

西
山
氏
は
家
元
制
度
の
成
立
と
し
て
、
①
近
世
に
至
っ
て
生
ま
れ
た
「
文
化
的
中

流
階
級
」
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
人
々
」
と
述
べ
て
い
る
）
の
自

己
解
放
の
場
、
②
（
「
名
誉
と
地
位
」
の
あ
る
貴
族
に
よ
る
）
貴
族
文
化
・
伝
統
的

文
化
を
人
び
と
の
求
め
に
応
じ
て
相
伝
し
て
い
く
動
向
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
家

元
制
度
の
時
期
区
分
と
し
て
、
第
一
か
ら
第
三
期
を
提
示
し
た
。

第
一
期
は
寛
永
期
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
家
元
制
度
は
家
元
か
ら
門
人
に

対
し
て
あ
ら
ゆ
る
免
許
を
与
え
る
「
最
終
相
伝
権
の
伝
授
」
を
認
め
て
い
る
（
「
完

全
相
伝
形
式
」
）
。
そ
し
て
、
十
分
な
組
織
化
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
、
新
興
の
武
士
貴

族
に
よ
る
公
家
文
化
へ
の
憧
僚
が
目
立
っ
た
時
期
と
評
価
し
て
い
る
。

第
二
期
は
元
禄
享
保
期
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
文
化
受
容
者
と
し
て
上
方

町
人
が
台
頭
し
て
き
た
。
第
一
期
と
比
べ
て
組
織
化
が
進
む
も
の
の
、
組
織
の
存
立

に
法
的
根
拠
が
な
く
脆
弱
な
組
織
で
あ
り
、
「
完
全
相
伝
形
式
」
か
ら
血
統
的
正
統

へ
の
相
伝
と
い
う
形
へ
移
行
し
た
時
期
と
評
価
し
て
い
る
（
「
非
完
全
相
伝
形
式
）
。

第
三
期
は
文
化
文
政
期
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
文
化
の
中
心
が
江
戸
へ
中

心
が
移
っ
て
い
る
が
、
家
元
は
技
能
で
は
な
く
免
許
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。以

上
の
よ
う
な
、
時
期
区
分
を
踏
ま
え
て
、
「
民
衆
の
権
威
脆
拝
意
識
に
よ
っ
て
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推
戴
さ
れ
た
家
元
」
と
評
し
、
そ
れ
を
「
民
間
天
皇
制
家
元
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

西
山
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
「
町
人
文
化
」
論
が
成

立
し
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
広
範
な
議
論
は
今
な
お
魅
力
的
で
あ
る
が
、
疑
問
や

問
題
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
西
山
氏
は
多
く
の
概
念
（
「
文
化
的
中
流
階

級
」
・
「
貴
族
文
化
」
「
民
間
天
皇
制
家
元
」
な
ど
）
を
提
示
す
る
が
、
そ
の
多
く
は

暖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
学
界
と
し
て
共
有
で
き
て
い
な
い
た
め
、
議
論
が
空
中
戦
に

成
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
お
そ
ら
く
、
西
山
氏
に
対
す
る
評
価
を
低
く
さ
せ
て
い
る
最

も
大
き
な
要
因
は
こ
の
点
で
あ
ろ
う
．
第
二
に
、
あ
ら
ゆ
る
家
元
制
度
を
一
枚
岩
と

し
て
把
握
し
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
家
元
像
が
薄
っ
ぺ
ら
い
、
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
な

議
論
と
し
て
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
家
元
の
多
様
性
を
言
う
必
要
が

あ
る
と
い
う
無
意
味
な
議
論
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
短
絡
的
な
文
化
史
の
時
期

区
分
に
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
そ
れ
ぞ
れ
の
家
元
に
よ
る
諸
契
機
を
捉
え
、
変

化
や
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
で
近
世
社
会
固
有
の
家
元
の
あ
り
様
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
「
文
化
的
中
流
階
級
」
は
何
の
た
め
に
貴
族

文
化
・
伝
統
的
文
化
を
求
め
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
新
興
の
武
士
と
昔
か
ら
の
公
家
、
ま
た
は
田
舎
者
で
粗
暴
な

武
士
と
み
や
び
な
公
家
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
か
ら
生
ま
れ
た
評
価
な
の
で
あ
ろ

う
。
加
え
て
、
こ
れ
は
西
山
氏
の
研
究
の
問
題
点
で
は
な
い
が
、
近
年
は
中
世
の
研

究
に
お
い
て
、
和
歌
を
必
須
の
教
養
と
見
倣
し
た
武
士
層
が
公
家
の
文
化
的
力
量
を

積
極
的
に
導
入
し
、
公
家
た
ち
自
身
も
自
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

（
７
）

に
さ
れ
て
い
る
。

近
世
身
分
論
・
宗
教
史
研
究
と
し
て

文
化
史
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
日
本
近
世
史
研
究
全
体
の
中
で
、
最
初
に
公

家
家
職
を
位
置
付
け
た
の
は
宮
地
正
人
氏
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
高
埜
利
彦
氏
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
九
七
○
年
前
後
の
紀
元
節
復
活
、
明
治
維
新
百
年
祭
、
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
暴
走
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
激
化
、
家
永
三
郎
教
科
書
裁
判
に
よ
る

近
世
天
皇
を
「
君
主
」
と
見
る
文
部
省
見
解
な
ど
、
国
家
の
様
相
を
問
い
直
そ
う
と

す
る
歴
史
学
界
の
動
向
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
宮
地
氏
は
近
世
天
皇
研
究
や
身

（
８
）

分
制
研
究
の
中
で
公
家
家
職
を
論
じ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
拙
著
の
中

（
９
）
（
胸
）

で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
高
埜
氏
の
研
究
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

高
埜
氏
は
一
九
七
○
年
代
後
半
～
八
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
宗
教
史
に
関
す
る

研
究
を
進
め
、
江
戸
幕
府
と
い
う
公
儀
権
力
が
如
何
に
既
存
の
組
織
を
利
用
し
つ
つ
、

統
制
・
編
成
を
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
と
り
わ
け
、
山
伏
（
修
験
）

の
研
究
に
お
い
て
、
門
跡
と
そ
の
配
下
組
織
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
幕
府
が
聖

護
院
門
跡
を
介
し
て
、
山
伏
た
ち
を
統
制
す
る
動
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
門

跡
の
位
置
付
け
と
組
織
編
成
に
関
す
る
発
見
が
家
職
論
の
研
究
へ
と
結
び
付
い
た
も

（
Ⅲ
）

の
と
思
わ
れ
る
。
高
埜
氏
は
僧
侶
・
神
職
・
陰
陽
師
・
修
験
な
ど
の
宗
教
者
集
団
に

加
え
、
相
撲
渡
世
集
団
の
検
討
を
し
、
個
々
の
分
有
し
た
生
業
（
神
職
な
ら
神
職
と

し
て
の
生
業
Ⅱ
家
職
）
を
保
証
す
る
の
は
本
所
（
例
え
ば
、
修
験
道
本
山
派
に
お
け

る
聖
護
院
門
跡
）
で
あ
り
、
本
所
を
保
証
す
る
の
は
幕
府
の
権
威
と
権
力
で
あ
っ
た

と
論
じ
た
（
「
家
職
の
構
造
」
）
。
こ
の
「
家
職
の
構
造
」
は
幕
府
に
よ
る
編
成
と
し

て
用
い
ら
れ
た
が
、
一
方
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
で
は
な
く
、
近
世
国
家
・
社
会
の

中
に
あ
っ
て
、
幕
府
・
本
所
・
集
団
の
意
図
に
よ
っ
て
形
成
（
あ
る
い
は
変
質
）
さ
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近
世
朝
廷
研
究
と
し
て

一
方
、
高
埜
氏
の
研
究
手
法
と
は
別
に
、
一
九
九
○
年
代
、
公
家
家
職
の
問
題
に

（
胴
）

取
り
組
ん
だ
の
は
橋
本
政
宣
氏
で
あ
る
。
高
埜
氏
が
「
家
職
の
構
造
」
と
い
う
視
角

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
橋
本
氏
は
公
家
の
家
職
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
。
橋
本

氏
は
「
家
職
」
と
「
家
業
」
と
い
う
語
の
違
い
や
概
念
な
ど
を
定
義
す
る
こ
と
の
困

難
を
提
示
し
た
上
で
、
史
料
上
多
く
見
ら
れ
る
「
家
業
」
を
用
い
る
と
し
、
①
学
芸

と
し
て
の
家
業
、
②
公
家
衆
の
「
役
」
と
し
て
の
家
業
に
大
別
し
た
。
前
者
は
蹴
鞠

の
飛
鳥
井
家
、
装
束
の
山
科
・
高
倉
家
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
家
格

れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
近
世
後
期
（
高
埜
氏
は
文
化
期
を
想
定
）
に
至
っ
て
、
本

所
を
抱
え
る
天
皇
・
朝
廷
の
権
威
が
浮
上
し
て
い
っ
た
と
評
価
し
た
。

高
埜
氏
の
見
解
は
そ
の
後
の
身
分
制
研
究
や
社
会
集
団
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
近

世
史
研
究
の
中
に
天
皇
・
朝
廷
を
含
み
込
ま
な
け
れ
ば
議
論
が
成
り
立
た
な
い
と
こ

ろ
ま
で
進
展
さ
せ
た
。
加
え
て
、
批
判
及
び
批
判
的
な
継
承
も
含
め
、
一
九
九
○
年

代
以
降
、
天
皇
朝
廷
研
究
や
朝
幕
関
係
史
研
究
を
は
じ
め
、
門
跡
寺
院
・
陰
陽
師
・

修
験
の
研
究
が
展
開
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
本
所
と
在
地
宗
教
者
の
存
在
形
態

か
ら
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
井
上
智
勝
氏
に
よ
る
神
職
の
研
究

（
吃
）

は
「
家
職
の
構
造
」
論
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
言
え
る
。
梅
田
千
尋
氏

（
脚
）

の
陰
陽
道
に
関
す
る
研
究
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
山
口
和
夫
氏
は
統
一
権
力
に

よ
る
公
家
の
家
職
の
設
定
（
後
述
）
を
公
家
の
役
負
担
と
身
分
の
確
立
と
評
価
し
、

家
と
し
て
の
名
誉
・
存
立
・
身
分
に
は
必
須
で
、
幕
府
に
と
っ
て
は
公
家
を
介
し
た

（
Ｍ
）

組
織
化
が
有
効
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
地
下
官
人
の
「
官

職
や
諸
寮
司
の
世
襲
」
は
後
者
に
該
当
す
る
。
こ
こ
で
は
冒
頭
の
課
題
で
も
記
し
た

よ
う
に
、
公
家
以
外
の
身
分
に
つ
い
て
も
検
討
対
象
と
し
て
「
家
職
」
考
え
る
必
要

性
念
頭
に
置
い
て
い
る
た
め
、
①
学
芸
と
し
て
の
家
業
を
中
心
に
論
じ
た
い
。

橋
本
氏
に
よ
れ
ば
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
二
月
四
日
に
関
白
豊
臣
秀
次
の
上

奏
に
よ
り
後
陽
成
天
皇
が
勅
命
と
し
て
出
し
た
「
文
禄
年
中
諸
家
々
業
以
下
御
沙
汰

事
」
を
画
期
と
す
る
（
表
参
照
）
。
こ
れ
は
天
皇
・
朝
廷
に
よ
る
公
家
の
家
と
し
て

の
生
業
の
勤
労
を
重
視
し
た
風
潮
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
統
一
権
力
の
成

立
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
橋
本
氏
は
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
「
文
禄
年
中
諸
家
々
業
以
下
御
沙
汰
事
」
は
一
二
通
の
書
付
を
二
枚
の
折
紙

に
ま
と
め
た
写
し
で
、
家
職
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
た
。

儒
道
恥
坊
城
・
五
条
・
唐
橋
・
日
野
・
勧
修
寺
・
柳
原
・
烏
丸
・
広
橋
・
万
里

小
路
・
葉
室
・
中
御
門
・
甘
露
寺

有
職
叩
五
摂
家
・
徳
大
寺
・
今
出
川
・
久
我
・
大
炊
御
門
・
花
山
院
・
西
園
寺

・
転
法
院
・
中
山
・
日
野
・
勧
修
寺
・
三
条
西
・
正
親
町

歌
道
唖
飛
鳥
井
・
下
冷
泉
・
上
冷
泉
・
三
条
西

琴
叩
四
辻
・
庭
田
・
飛
鳥
井
・
山
科
・
高
倉

琵
琶
恥
伏
見
宮
・
菊
亭
・
西
園
寺
・
園

和
琴
“
大
炊
御
門

笙
帥
松
木

笛
”
伯
・
五
辻

神
楽
軸
四
辻
・
持
明
院
・
五
辻
・
山
科
・
高
倉
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郵
曲
函
四
辻
・
持
明
院
・
五
辻

鞠
岬
飛
鳥
井
・
甘
露
寺
・
園

こ
の
う
ち
、
「
儒
道
」
は
蔵
人
・
弁
官
を
勤
め
て
い
た
家
柄
、
「
有
職
」
は
摂
家

・
清
華
家
・
大
臣
家
と
い
っ
た
家
格
の
高
い
家
柄
と
当
時
武
家
伝
奏
を
勤
め
て
い
る

家
で
あ
る
。

橋
本
氏
の
精
徴
な
実
証
研
究
に
よ
っ
て
、
公
家
家
職
の
成
立
と
展
開
が
明
ら
か
と

（
脆
）

な
っ
た
。
但
し
、
高
埜
氏
と
の
研
究
視
角
の
違
い
か
ら
、
家
職
が
国
家
や
社
会
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
与
え
た
か
に
つ
い
て
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
前
章
で
述
べ
た
公
家
家
職
に
関
す
る
研
究
の
問
題
点
と
課
題
を
指
摘
し

て
み
た
い
。
公
家
家
職
を
検
討
す
る
上
で
、
高
埜
氏
ら
が
述
べ
る
「
家
職
の
構
造
」

論
や
朝
廷
権
威
の
理
解
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
「
家
職
の
構
造
」
は
幕
府
権
力
に
よ
る
身
分
の
編
成
と
組
織
化
を
目
指

し
た
動
向
と
、
個
々
の
人
々
に
よ
る
集
団
化
を
目
指
し
た
動
向
を
描
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
神
職
や
陰
陽
師
な
ど
、
編
成
さ
れ
、
組
織
さ
れ
た
人
々
の
具
体
的
な
様
相
を

検
討
し
て
い
る
た
め
、
「
家
職
の
構
造
」
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
「
家
職
の
構
造
」
の
議
論
は
幕
府
権
力
が
編
成
や
組
織
を
企
図
し
、
「
社

会
集
団
」
に
収
數
さ
せ
る
人
々
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
公
家
家
職
の
う
ち
、
蹴

鞠
や
装
束
な
ど
、
橋
本
氏
が
論
じ
る
「
学
芸
と
し
て
の
家
業
」
を
編
成
・
組
織
・
集

団
の
議
論
と
同
じ
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
井
上
容
子

二
、
近
世
公
家
家
職
論
の
問
題
点

氏
は
江
戸
の
武
家
社
会
に
お
け
る
高
倉
家
衣
紋
道
を
分
析
し
、
体
制
秩
序
維
持
の
た

め
に
不
可
欠
で
、
武
家
各
家
と
し
て
も
衣
紋
道
（
装
束
）
を
家
業
と
し
て
認
識
し
た

（
〃
）

と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
受
容
し
た
う
ち
の
ご
く
一
部
が
編
成
さ
れ
た
に
過

ぎ
ず
、
せ
っ
か
く
の
実
証
的
な
分
析
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
易
に
「
家
職
の
構
造
」
や

社
会
集
団
論
に
結
論
を
落
と
し
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
家
職
の

構
造
」
と
し
て
、
宗
教
者
以
外
を
捉
え
る
に
は
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。第

二
に
、
身
分
編
成
・
組
織
化
・
集
団
化
と
い
う
視
角
か
ら
解
放
さ
れ
た
場
合
、

高
埜
氏
が
評
価
す
る
よ
う
に
「
個
々
の
分
有
し
た
家
職
を
保
証
す
る
の
は
本
所
」
と

し
て
本
所
の
権
威
を
自
明
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
「
個
々
の
分
有
し
た
家
職
」
を
保
証
す
る
の
は
本
所
で
あ
る
と
い
う
宗
教
者
に

関
す
る
議
論
と
異
な
り
、
蹴
鞠
・
装
束
な
ど
の
家
職
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
人
々
に

と
っ
て
、
本
所
は
身
分
存
立
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
威
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
近
年
、
近
世
史
研
究
に
お
い
て
は
、
社
会
集
団
と
と
も
に
（
あ
る
い
は

社
会
集
団
よ
り
も
）
個
人
を
べ
ｌ
ス
に
し
た
身
分
研
究
が
模
索
さ
れ
て
挺
拠
、
身
分

存
立
の
議
論
は
社
会
集
団
論
が
不
可
欠
で
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
権

威
と
い
う
抽
象
的
な
語
彙
は
歴
史
学
に
と
っ
て
有
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿
の
中

（
旧
）

で
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ジ
ェ
ー
ブ
の
研
究
を
用
い
て
、
天
皇
・
朝
廷
権
威
と
い

う
視
角
の
危
う
さ
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
点
を
今
一
度
強
調
し
た
い
と

（
加
）

思
う
。

三
、
近
世
公
家
家
職
の
設
定
と
変
化
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
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公
家
家
職
の
展
開
か
ら
考
え
る

後
掲
の
表
は
堂
上
公
家
の
家
職
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
列
は
既
述

の
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
「
諸
家
々
業
御
沙
汰
覚
」
で
あ
り
、
橋
本
政
宣
氏
の
論

稿
に
依
拠
し
て
い
る
・
近
世
の
統
一
権
力
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
公
家
家
職
と
し
て
、

謂
わ
ぱ
公
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
二
番
目
の
列
は
寛
文
八
年
（
一

（
皿
）

六
六
八
）
「
諸
家
家
業
」
。
こ
れ
は
京
都
下
御
霊
前
の
谷
岡
七
左
衛
門
な
る
人
物
が

刊
行
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
刊
行
に
至
っ
た
か
は
判
然
と
し
な

（
型
）

い
・
三
番
目
の
列
は
文
化
十
一
年
「
諸
家
家
業
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
浜
酒
井
家

の
儒
者
で
あ
っ
た
興
田
吉
従
が
主
君
・
酒
井
忠
進
よ
り
「
堂
上
方
に
て
家
業
と
申
立

ら
る
坐
筋
を
書
集
て
奉
れ
と
の
仰
」
せ
に
よ
っ
て
執
筆
・
刊
行
し
た
。
酒
井
忠
進
は

文
化
五
年
よ
り
京
都
所
司
代
を
務
め
て
お
り
、
職
務
上
の
た
め
か
、
自
身
の
文
化
的

活
動
の
た
め
に
執
筆
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
興
田
吉
従
は
「
三
種
神
宝
極
秘

中
秘
口
伝
」
「
三
種
神
離
最
極
秘
訣
」
「
神
体
勧
請
伝
」
な
ど
も
執
筆
し
て
い
る
が
、

（
鰯
）

こ
れ
は
本
居
宣
長
と
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
に
用
い
ら
れ
た
「
家
業
」
の
語
に
は
家
格

的
な
側
面
と
学
芸
的
な
側
面
を
混
同
し
て
用
い
て
い
る
た
め
、
こ
の
表
は
学
芸
的
な

側
面
に
着
目
し
て
作
成
し
た
。
但
し
、
神
道
を
家
職
と
し
た
藤
波
家
な
ど
は
必
ず
し

こ
こ
で
は
、
近
世
公
家
家
職
に
関
す
る
様
々
な
資
料
に
基
づ
い
て
、
そ
の
様
相
を

問
題
提
起
的
に
述
べ
、
合
わ
せ
て
持
明
院
流
入
木
道
と
四
条
流
庖
丁
道
と
い
う
家
職

を
事
例
に
、
展
開
過
程
を
概
観
す
る
。

も
筆
者
が
規
定
す
る
「
家
職
」
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
吉
田
家
・
白
川
家
と
同
様

に
「
神
祇
道
」
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
表
の
中
に
入
れ
た
（
吉
田
家
・
白

川
家
は
秘
伝
を
所
有
し
、
そ
れ
ら
を
排
他
的
に
継
承
し
て
、
継
承
に
対
す
る
務
持
を

持
ち
、
多
く
の
門
人
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
論
じ
る
「
家
職
」
に
該
当

す
る
。
合
わ
せ
て
、
官
司
の
請
負
も
し
て
い
る
）
。
な
お
、
資
料
の
性
格
か
ら
、
「
諸

家
々
業
御
沙
汰
覚
」
は
公
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
、
「
諸
家
家
業
」
「
諸
家
家

業
記
」
は
社
会
に
流
布
し
た
も
の
と
い
う
相
違
が
あ
る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
掴
め

る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
近
世
公
家
家
職
の
様
相
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
と
い
う
課
題
設
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
な
議
論
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

さ
て
、
こ
の
表
か
ら
簡
単
に
把
握
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
た

い
。
第
一
に
、
そ
も
そ
も
堂
上
公
家
で
家
職
が
設
定
さ
れ
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に
少

な
い
点
。
近
世
前
期
ま
で
間
に
暫
時
堂
上
公
家
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
文
禄
二
年

段
階
は
検
討
対
象
か
ら
除
く
と
し
て
も
、
寛
文
八
年
・
文
化
十
一
年
の
場
合
で
も
三

○
家
を
上
回
る
程
度
で
あ
る
。
摂
家
な
ど
が
除
か
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
が
、
堂
上
公
家
一
三
七
家
（
維
新
期
に
堂
上
と
な
っ
た
家
は
除
く
）
と
い

う
数
を
考
え
る
と
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
堂
上
公
家
の
存
在
形
態
を
考

え
る
上
で
、
家
職
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
堂
上
公
家
に
特
徴
的
な
側

面
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
家
の
身
分
存
立
の
問
題
と
し
て
、
家
職
を

扱
う
こ
と
に
は
再
考
を
要
す
る
。
第
二
に
、
和
歌
の
冷
泉
家
、
蹴
鞠
・
和
歌
の
飛
鳥

井
家
な
ど
、
そ
の
由
緒
が
確
実
に
近
世
以
前
に
遡
る
こ
と
の
で
き
る
公
家
家
職
は
わ

ず
か
で
あ
り
、
家
職
化
の
過
程
が
不
明
な
も
の
が
点
。
例
え
ば
、
近
世
に
お
い
て
衣

紋
道
の
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
高
倉
家
の
場
合
、
中
世
か
ら
足
利
将
軍
家
の
装
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束
を
管
掌
し
た
り
、
同
様
に
衣
紋
道
の
家
で
あ
っ
た
山
科
家
の
場
合
、
中
世
以
来
内

蔵
頭
と
し
て
官
司
を
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
「
諸
家
々
業
御
沙
汰
覚
一
に
は
両
家
の

衣
紋
道
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
豊
臣
政
権
は
衣
紋
道
を
家
職
と

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
家
職
が
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
右

肩
上
が
り
に
形
成
し
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

中
世
の
公
家
家
職
が
戦
国
時
代
～
織
田
政
権
・
豊
臣
政
権
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
近

世
の
家
職
に
結
実
し
て
い
く
の
か
、
長
い
時
間
軸
で
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
で
あ
る
。

そ
こ
で
事
例
を
提
示
し
て
、
近
世
公
家
家
職
の
様
相
を
考
え
て
み
た
い
。

事
例
①
持
明
院
流
入
木
道

持
明
院
流
入
木
道
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は

（
釧
）

そ
れ
に
譲
り
た
い
。
持
明
院
家
は
戦
国
時
代
に
入
木
道
（
能
書
と
も
称
す
る
。
紙
に

文
字
を
ど
の
よ
う
に
配
置
し
て
書
く
か
と
い
う
技
で
、
書
道
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
）

の
技
を
持
っ
て
戦
国
大
名
を
渡
り
歩
き
、
生
計
を
立
て
た
。
こ
の
点
、
戦
国
時
代
の

公
家
に
よ
る
地
方
下
向
を
困
窮
の
た
め
の
寄
生
と
見
る
理
解
は
再
考
が
必
要
で
あ

る
。
持
明
院
基
孝
は
豊
臣
政
権
成
立
後
、
親
王
・
門
跡
・
堂
上
公
家
に
対
し
て
秘
伝

の
伝
授
を
行
な
い
、
や
が
て
和
歌
が
武
家
社
会
で
広
が
る
と
、
持
明
院
流
入
木
道
を

（
濁
）

学
ん
だ
旗
本
・
森
尹
祥
を
介
し
て
門
弟
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
森
尹
祥
の
書
物
が
持

明
院
家
に
も
た
ら
さ
れ
て
、
持
明
院
流
入
木
道
を
下
支
え
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る

（
武
家
に
よ
る
公
家
文
化
の
「
逆
輸
入
」
）
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
武
家
の
文
化
的
力

堂
が
上
昇
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
持
明
院
家
を
介
さ
な
い
秘
伝
の
氾
濫

事
例
②
四
条
流
庖
丁
道

四
条
流
庖
丁
道
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
四
条
家
の
先
祖
に
は
庖
丁

の
技
に
長
け
て
い
た
者
が
何
人
か
い
た
が
、
そ
れ
を
戦
国
時
代
に
発
見
し
た
四
条
隆

重
は
そ
の
技
で
も
っ
て
今
川
家
に
身
を
寄
せ
た
。
持
明
院
家
同
様
、
積
極
的
な
技
術

力
の
売
込
み
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
技
を
戦
国
大
名
が
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
近
世
に
至
っ
て
も
家
職
と
は
朝
廷
と
し
て
も
、
四
条
家
自
身
と
し
て
も
ほ
と

ん
ど
認
識
し
て
お
ら
ず
、
契
機
は
不
明
な
が
ら
、
十
九
世
紀
～
幕
末
に
か
け
て
、
秘

伝
や
由
緒
が
成
立
、
幕
末
に
は
組
織
化
が
企
図
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
化
の
一
端
に
は

会
津
小
鉄
の
親
分
で
あ
り
、
侠
客
・
大
垣
屋
清
八
の
取
次
に
よ
る
講
も
作
ら
れ
た
。

大
垣
屋
清
八
の
養
子
で
あ
り
、
近
代
京
都
を
作
り
上
げ
た
実
業
家
・
大
澤
善
助
に
よ

れ
ば
四
条
家
邸
内
に
は
賭
場
が
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
軽
漉
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
な
存
在
と

堂
上
公
家
を
結
び
つ
け
る
紐
帯
と
し
て
公
家
家
職
が
活
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

プ
（
》
◎

も
起
き
、
幕
末
最
末
期
に
至
っ
て
組
織
化
を
企
図
す
る
が
、
そ
の
際
も
旗
本
・
戸
田

安
清
を
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
場
合
、
公
家
家
職
を
公
家
の
伝
統
的
な
技
の
継
承
と
短

絡
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
・
ツ
ー
ル
と
し
て
公
家
の

技
芸
が
あ
り
、
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
学
問
の
奨
励
を
契
機
と
し
た
家
職
の
発
見
、

「
伝
統
」
の
創
出
、
由
緒
の
形
成
、
圧
倒
的
な
務
持
の
確
立
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
当
然
、
冷
泉
家
・
飛
鳥
井
家
な
ど
の
家
職
と
は
成
立
過
程
も
展
開
過
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本
稿
で
は
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家
家
職
の
研
究
の
蓄
積
と
展
開
、
そ
し

て
、
問
題
点
と
課
題
の
提
示
を
試
み
た
。
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
た
め
、
各
章
の
ま
と
め

は
し
な
い
が
、
最
後
に
歴
史
研
究
者
の
立
場
と
し
て
、
近
世
史
研
究
に
お
け
る
公
家

家
職
を
様
相
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
視
角
が
必
要
か
を
述
べ
る
。

第
一
に
、
国
文
学
や
そ
の
他
の
学
問
に
お
け
る
「
文
化
論
」
的
な
研
究
蓄
積
を
歴

史
研
究
は
ど
の
よ
う
に
接
合
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
和
歌
に
つ
い

て
は
近
世
堂
上
和
歌
や
歌
壇
の
研
究
に
加
え
、
歌
そ
の
も
の
に
対
す
る
重
厚
な
研
究

が
存
在
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
に
お
い
て
は
社
会
集
団
的
な
側
面
や
人
物
史
に

つ
い
て
は
国
文
学
の
蓄
積
を
利
用
し
て
き
た
も
の
の
、
「
文
化
論
」
的
な
側
面
（
表

現
方
法
な
ど
の
歌
論
・
歌
学
的
な
側
面
を
こ
こ
で
は
指
す
）
に
つ
い
て
は
関
心
が
払

わ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
切
り
結
び
方
が
で
き
る
か
、
方
法
論
の
模
索
が
必
要

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
公
家
家
職
の
人
び
と
受
容
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
個
別

研
究
に
お
い
て
、
受
容
の
側
面
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
、
一
受
容
し
た
」
だ
け
で

論
が
終
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
つ
受
容
し
た
の
か
、
ど
こ
で
受
容

す
る
契
機
が
あ
っ
た
の
か
、
誰
か
ら
受
容
し
た
の
か
（
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
あ
る
関

係
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
）
、
何
を
受
容
し
た
の
か
ヨ
ー
ド
化
・
脱
コ
ー
ド
化

（
”
）

の
議
論
に
学
べ
ば
、
受
容
者
が
得
た
内
容
は
秘
伝
で
あ
れ
、
自
己
の
優
位
な
カ
タ
チ

ま
と
め
に
か
え
て

程
も
異
な
り
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

に
読
み
替
え
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
し
て
、
身
分
存
立
と
無
関
係
で
あ
る
の
だ

か
ら
）
、
な
ぜ
受
容
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た
の

か
、
な
ど
受
容
者
の
問
題
は
、
歴
史
的
で
あ
る
ほ
ど
丁
寧
な
立
論
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
「
受
容
し
た
」
と
い
う
一
語
で
即
尊
王
的
と
い
う
評
価
、
す
な

（
鑓
）

わ
ち
「
尊
王
論
発
達
史
」
的
枠
組
み
を
脱
却
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
小
熊
英
二
「
〈
癒
し
〉
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
Ｉ
草
の
根
保
守
運
動
の
実
証
研
究
』
（
慶

応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
三
年
）
、
同
「
〃
保
守
″
に
吸
収
さ
れ
ゆ
く
〃
普
通
〃
の

市
民
た
ち
ｌ
現
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
像
’
三
『
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
』
二
○
○
三
年
秋
号
、

後
に
同
『
私
た
ち
は
い
ま
ど
こ
に
い
る
の
か
』
毎
日
新
聞
社
、
二
○
二
年
所
収
）
．

（
２
）
橋
本
政
宣
「
江
戸
幕
府
と
公
家
の
家
業
」
（
『
国
史
学
』
一
七
一
、
二
○
○
○
年
、
後
に

同
『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
二
年
所
収
）
。
な
お
、
橋
本
氏
は

「
家
職
」
と
い
う
語
は
用
い
ず
、
「
家
業
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
拙
著
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
八
年
）
。

（
４
）
拙
稿
「
地
下
官
人
」
（
高
埜
利
彦
編
『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
８
朝
廷
を
と
り

ま
く
人
び
と
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
）
。

（
５
）
林
基
「
近
世
に
於
け
る
天
皇
の
政
治
的
地
位
」
（
『
思
潮
』
一
九
四
六
年
五
月
号
、
後
に

『
歴
史
科
学
大
系
十
七
天
皇
制
の
歴
史
（
上
こ
歴
史
科
学
協
議
会
、
一
九
八
六
年

所
収
）
。
し
か
し
、
一
方
で
天
皇
の
存
在
に
つ
い
て
、
「
古
い
伝
統
に
基
く
神
秘
的
絶
対
的

な
権
威
一
と
し
、
武
家
政
権
は
「
自
己
の
地
位
を
粉
飾
し
強
化
す
る
こ
と
は
必
要
且
つ
適

切
」
で
あ
っ
た
と
も
述
べ
、
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
。

（
６
）
西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
五
九
年
。
後
に
同
『
西
山
松
之
助

著
作
集
一
家
元
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
。
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（
７
）
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』
（
角
川
学

芸
出
版
、
二
○
○
八
年
）
。

（
８
）
宮
地
正
人
『
天
皇
制
の
政
治
史
的
研
究
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
一
年
）
。

（
９
）
前
掲
註
３
拙
著
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』
序
章
「
研
究
史
整
理
と
課
題
設
定
」
。

（
岨
）
高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
。

（
ｕ
）
も
と
も
と
商
品
流
通
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
高
埜
氏
は
『
大
月
市
史
』
編
纂
に
た
ず

さ
わ
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
「
大
月
市
域
の
商
品
経
済
史
で
は
な
く
、
宗
教
に
つ
い
て

調
べ
る
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。
（
中
略
）
聖
護
院
の
文
字
の
躍
る
文
書
や
法
印
な
ど
の
補

任
状
の
数
々
を
目
の
当
り
に
し
て
、
修
験
道
本
山
派
の
研
究
に
止
ま
ら
ず
、
門
跡
論
や
僧

官
位
の
問
題
に
関
心
は
向
か
っ
て
い
っ
た
」
（
前
掲
註
、
高
埜
利
彦
『
近
世
日
本
の
国
家

権
力
と
宗
教
』
三
一
六
頁
～
三
一
七
頁
）
。
な
お
、
『
大
月
市
史
通
史
編
』
に
お
い
て
「
修

験
本
山
派
の
本
末
体
制
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
七
八
年
で
あ
る
（
後
に
「
修
験
本
山

派
の
在
地
組
織
ｌ
甲
州
郡
内
地
方
を
中
心
に
ｌ
」
と
改
題
し
、
前
掲
註
、
高
埜
利
彦
『
近

世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
）
。

（
吃
）
井
上
智
勝
『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
）
。

（
喝
）
梅
田
千
尋
『
近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
九
年
）
。

（
Ｍ
）
山
口
和
夫
「
職
人
受
領
の
近
世
的
展
開
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
○
五
、
一
九
九
○
年
）
、

同
「
近
世
の
家
職
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
一
四
近
世
四
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五

年
）
。

（
応
）
前
掲
註
２
橋
本
政
宣
『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
二
年
。

（
焔
）
そ
の
精
綴
な
研
究
と
は
裏
腹
に
著
書
の
中
で
大
政
委
任
論
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う

見
解
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
悔
や
ま
れ
る
。
橘
本
氏
は
近
年
の
研
究
に
お
い
て
も
同
様
の

評
価
を
述
べ
て
い
る
（
「
近
世
の
天
皇
と
公
家
衆
ｌ
「
禁
中
井
公
家
中
諸
法
度
」
の
位

置
づ
け
を
中
心
に
ｌ
」
二
○
一
○
年
四
月
三
日
日
本
史
研
究
会
三
月
例
会
）
が
、
論
拠
か

ら
全
く
読
み
取
れ
な
い
そ
の
よ
う
な
評
価
に
賛
意
を
示
し
た
日
本
史
研
究
会
の
学
会
と
し

て
の
見
識
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
Ⅳ
）
井
上
容
子
「
衣
紋
道
の
組
織
と
活
動
ｌ
近
世
中
後
期
の
高
倉
家
衣
紋
会
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
（
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
社
会
集
団
由
緒
と
言
説
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
五
年
）
。

（
鴫
）
『
〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
○
年
）
全
六
巻
な
ど
。

（
旧
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ジ
ェ
ー
ブ
『
権
威
の
概
念
』
（
法
政
大
学
出
版
会
、
二
○
一
○

年
）
。

（
釦
）
拙
稿
「
近
世
天
皇
研
究
の
地
平
ｌ
『
深
谷
克
己
近
世
史
論
集
』
か
ら
考
え
る
ｌ
」
（
『
人

民
の
歴
史
学
』
一
八
八
、
二
○
一
○
年
）
。

（
釦
）
「
諸
家
家
業
」
（
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
資
料
蔵
Ｗ
２
８
１
／
シ
ョ
。
本
稿
で
は
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
本
Ｎ
１
３
４
６
を
用
い
た
）
。

（
配
）
「
諸
家
家
業
記
」
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
一
七
）
。

（
認
）
『
国
書
人
名
辞
典
』
一
、
三
八
一
頁
。

（
別
）
拙
稿
「
近
世
持
明
院
流
入
木
道
に
見
え
る
公
家
家
職
Ｉ
そ
の
成
立
と
「
秘
伝
」
の
伝

播
ｌ
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
○
、
二
○
一
○
年
）
、
拙
稿
「
公
家
家

職
か
ら
見
た
天
皇
制
入
木
道
と
い
う
家
職
の
あ
り
方
」
（
荒
武
賢
一
朗
編
『
近
世
史
研

究
と
現
代
社
会
歴
史
研
究
か
ら
現
代
社
会
を
考
え
る
』
清
文
堂
、
二
○
三
年
）
。

（
妬
）
森
尹
祥
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
「
幕
府
書
道
師
範
森
尹
祥
の
書
学
」
（
同
『
近
世
和
学

論
考
』
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
妬
）
大
沢
善
助
『
回
顧
七
十
五
年
』
（
大
空
社
伝
記
叢
書
、
二
○
○
○
年
）
。

（
”
）
例
え
ば
、
グ
レ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
『
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
ｌ
理
論

と
英
国
で
の
発
展
ｌ
』
（
作
品
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
卵
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
権
威
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ
つ
、
前
掲

註
加
拙
稿
「
近
世
天
皇
研
究
の
地
平
ｌ
『
深
谷
克
己
近
世
史
論
集
』
か
ら
考
え
る
ｌ
」

で
述
べ
た
。
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